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DuMA ニュースレター                                  2020年 7月２7日 

アリューシャン列島で M7.8 の地震が発生 

 日本時間の 7月 22日(水)15時頃、アリューシャン列島で比較的規模の大きな地震がありました。震

源地は米国・アラスカ半島近傍で、地震の規模は M7.8 と推定されています。一時、米国津波警報セン

ター(NTWC)は現地に津波警報を発表していましたが、幸い大きな津波は発生しませんでした。実は７

月２２日の地震の震源域では、１９３８年にマグニチュード８．７という巨大地震が発生しており、次のフェ

ーズの活動とも言えますが、１９３８年の地震の余震とも解釈できるのです。このように巨大地震では余

震は１００年単位で続くのです。東日本大震災はまだ発生から１０年も経過していません。これから最大

余震が発生する可能性が大きく残されているのです。 

 下の図では１９６４年のアラスカ地震、１９５２年のカムチャッカ地震および２０１１年の東日本大震災に

おけるおおよその断層の大きさを示しています。 

 

 

 皆様は環太平洋地震・火山帯という名前をお聞きになった事があるのではないでしょうか。英語では

“Ring of Fire”と呼ばれる事もあります。世界の地震・火山活動のかなりの部分がこの環太平洋地域で発

生しています。次のページに１９５０年から２０１９年までのマグニチュード５以上の地震を図示してみまし

た。多数の地震のために、日本列島が見えなくなる事がおわかり頂けるかと思います。 

 昔は日本の周辺では世界の地震の１４％ほどが発生し、これは世界の GDPとほぼ同じと言っていたの

ですが、現在では日本の GDPは世界の６％ほどとなってしまいました。ある意味悲しい事ですね。 
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１９５０年から２０１９年までのマグニチュード５以上の地震の分布。地震はプレート境界で基本的に発

生。 

 

 

中部・近畿・中国・四国地方の地下天気図® 

６月１５日のニュースレターに引き続き、中部地方から中国・四国地方にかけての地下天気図解析結

果です。今回の結果は、６月１５日時点の結果とあまり大きく変わっていない事がわかりました。 

この地域では、２０１８年の大阪北部地震前に明瞭な地震活動静穏化の異常が観測され、その後、紀

伊半島南部を中心に M タイプで新たな顕著な異常が観察されていた事をお伝えしてきましたが、実は

紀伊半島南部での異常はこれまで見た事が無い特異なパターンである事が判明しました。 

特に、和歌山県串本で観察された異常は、地域全体としては静穏化が観察されたものの、串本のご

く近傍では、L タイプの解析で実は活発化している事が判明しました。 

これは RTLおよび RTM というアルゴリズムの特徴が出たもので、RTLアルゴリズムは局所的な地震

活動活発化をよりうまく抽出できるようにチューニングされています。 

一つ言える事は串本を中心とした紀伊半島南部では、これまでに見た事が無い地震活動の異常が

出現していたという事です。事前の防災・減災対策をぜひお願いします。 
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 次にお示しする地下天気図は７月２３日時点の M タイプです。■は串本の位置を示しています。 

 

 串本における RTM地下天気図の時系列変化グラフは次のようになっています。地震活動静穏化が

進んだあと、現在は回復しており、過去の経験則が正しければ、地震発生の準備が整った段階と言える

と思います。 

 

串本における RTM 時間変化グラフ 

 

来週号では、紀伊半島の解釈を含めた、最新のダッシュボードを掲載する予定です。 
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